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検討会の論点について

第３回検討会（本日）
１ ＳＮＳによる発信

これまでの議論を踏まえて、
「徳島県ＳＮＳ等防災情報発信マニュアル(案）」を作成

☆マニュアル（案）について、ご意見を伺いたい。

２ 「安心とくしま」ＨＰの刷新
ＨＰの刷新に向けて、
各都道府県の防災ＨＰを分析し、類型化

☆どのようなＨＰとすべきか、ご意見を伺いたい。

３ 県公式ＬＩＮＥの登録者増
登録者増に向けて、
一定の成果があったものの、まだまだ不十分

☆登録者増に向けた取組について、ご意見を伺いたい。

第４回検討会（次回）
検討会の最終成果を、
とりまとめ、ご提示予定

１ 徳島県ＳＮＳ等
防災情報発信マニュアル

２「安心とくしま」ＨＰ
改修の方向性

３ 県公式ＬＩＮＥ
登録者増に向けた施策

４ 来年度の取組

など

開催時期 ２月上旬頃

資料１





徳島県ＳＮＳ等防災情報発信マニュアル(案）の概要 資料２

１ 総論
目 的：ＳＮＳ等で防災情報を発信する運用に関する事項を定める。
基本方針：県民目線に立った防災情報を適宜・適切に発信すること。

２ 防災情報発信の手段について
発信手段は、県公式ＬＩＮＥ、県公式Ｘ、県公式Ｆａｃｅｂｏｏｋ、すだちくんメール

３ 防災情報発信体制について
【新】組織的に漏れなく情報発信をするため、災害対策本部設置条件による発信責任者を明記
【新】より一層正確な情報を発信するため、発信時の複数体制による二重確認といった

職員の役割、手順を明記

４ 発信する防災情報の種別について
気象警報・土砂災害警戒情報、避難情報、道路通行規制情報、河川水位情報、
高潮特別警戒水位情報、 ダム放流情報、【新】陸閘閉鎖情報、 被災情報、

【新】県民へのお知らせ等（緊急情報、注意喚起、防災啓発など）

５ 防災情報発信のタイミングと発信元について
・ 気象警報・土砂災害警戒情報、避難情報等は、発表時

【新】県民へのお知らせは、住民が、日中の安全な時間に避難できるよう、
日中（概ね午前７時～日没３時間前まで）の発信を基本とするよう時間を明記
台風時は、最接近約２日前、概ね２４時間前、数時間前（概ね午前７時頃～２２時頃まで)

「プッシュ型」の防災情報発信の進化に向けて、個別システムの連携など、
これまで以上に「ＳＮＳ」を戦略的に活用するため、新たにマニュアルを作成する。
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１ 総論 

（１）目的 

県民が「自分の命は自分で守る」防災意識を高めるためには、県民目線に立った防災

情報を適時・適切に発信することが重要である。 

県民が防災情報を入手する媒体（手段）は、県民の生活様式の変化により、ますます

多様化が進んでいる。その中でも、ソーシャルネットワークサービス（以下「ＳＮＳ」

と略す。）は、数億人以上のアクティブユーザが存在する巨大なコミュニケーションの場

であり、県民の命と財産を守る防災情報を発信するための効果的な情報発信手段となる。 

そこで、ＳＮＳでの防災情報発信の有用性を鑑み、本マニュアルは、「県公式ＬＩＮＥ」、

「県公式Ｘ」、「防災・危機管理情報Ｘ」、「県公式ＦａｃｅＢｏｏｋ」、「すだちくんメー

ル」（以下、「県公式ＳＮＳ等」という。）を用いて防災情報を発信する場合の運用に関す

る事項について定める。 

 

（２）基本方針 

防災情報については、自然災害から県民の安全・安心を確保するため、県公式ＳＮＳ

等の積極的な活用により多様化する県民ニーズに応え、県民目線に立った防災情報を適

宜・適切に発信することを基本方針とする。 

 

（３）その他 

県公式ＳＮＳ等の運用は、最新の「徳島県ソーシャルメディア利用ガイドライン」（巻

末資料）、及び本マニュアルによるものとする。 

 

【「徳島県ソーシャルメディア利用ガイドライン(R5.3.31)」のポイント】 

○ 徳島県職員が、職務上でソーシャルメディアを利用し、情報発信する場合の基本

的な考え方や留意すべき事項を定めたもの。 

○ ソーシャルメディア利用に当たっての基本原則 

・ 徳島県職員としての自覚と責任を持つこと 

・ 地方公務員法をはじめとする関係法令及び職員の服務に関する規程を遵守する

こと。（例：守秘義務、職務専念義務、信用失墜行為の禁止、政治的中立など） 

・ 基本的人権、肖像権、著作権、個人情報保護など関連する法令を遵守し、他人

の権利を侵害しないこと 
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・ 発信する情報は正確に記述するとともに、内容については誤解を招かないよう

十分注意すること 

・ 徳島県情報セキュリティポリシーにおける基本方針等を遵守すること 

・ 意図せず他の利用者の感情を傷つけたり、誤解を生じさせた場合は、誠実に対

応すること 

○  情報の発信を行うにあたっては、原則として所属長又は代決権を有する職務代理

者若しくは担当リーダーの確認を経ること。ただし、迅速でタイムリーな情報発信

を行うため、既知の情報や既成の事実に基づく情報の発信についてはこの限りでな

いこと 



 

3 

 

２ 防災情報発信の手段について 

徳島県は、次の県公式ＳＮＳ等を用いて防災情報を発信する。 

（１）県公式 LINE 

気象情報や避難指示等の防災情報をプッシュ型で配信している。防災情報以外にも「県

政情報」や「イベントのお知らせ」等も随時配信。広報誌「ＯＵＲ徳島」の配信や「公

共施設予約」も行える。 

 

（２）X（旧 Twitter） 

・防災・危機管理情報Ｘ 

徳島県に係る防災・危機管理情報を時系列で発信している。 

・県公式Ｘ 

徳島県の様々な最新情報を時系列で発信している。 

 

（３）県公式 Facebook 

徳島県からの最新情報を発信している。発信内容は、県公式Ｘとほぼ同じである。 

 

（４）すだちくんメール 

徳島県における災害時の安否確認サービス。震度５強以上の地震発生時において、自

動的に安否確認メールを配信する。インターネット経由で安否入力や確認が可能であり、

気象警報・地震情報、津波情報等も配信している。 

 

表１ 県公式ＳＮＳ等の状況 

すだちくん
メール

徳島県公式
Face Book

徳島県公式
Ｘ

防災・危機管理情報
Ｘ

徳島県公式
ＬＩＮＥ

プッシュ型プル型(設定でプッシュ型も可）プッシュ型受信方法
○平時も災害時にも
利用してもらえる

○安否確認ツールと
して利用可能
・平 時
県政情報発信、
メーリングリスト

・災害時
防災情報発信

○一斉に迅速な情報
伝達が可能

○情報の広域的な
伝達力

○原則、実名登録
で信頼性が高い

○ビジネスの中心
となる年齢層へ
の伝達

○情報の広域的な伝達力
リツイートやフォロワーによる拡
散

○若年ユーザー層への伝達

○平時も災害時に
も利用しても
らえる

○普段使いされ、
利用率が高い
(LINE利用率8
割超)

○容易な操作で利
用可能

○一斉に迅速な情
報伝達が可能

システム
の考え方

○気象情報
○河川水位情報
○土砂災害警戒情報
○任意情報
など
＋安否確認機能

○気象情報
○河川水位情報
○土砂災害警戒情報
○任意情報
など

発信
防災情報
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３ 防災情報発信体制について 

（１）基本的体制 

組織的に漏れなく防災情報を発信するため、基本的な防災情報発信体制は、次のとお

りとする。（図１） 

○災害対策本部等※を設置した場合 

・災害対策本部等は、「広報班」が防災情報を発信する。 

なお表２の防災情報については、災害対策本部等と関係各課等が連携して発信する。 

 

○災害対策本部等を設置していない場合 

・とくしまゼロ作戦課と関係各課等が、連携して防災情報を発信する。 

 

※災害対策本部等：災害対策本部、災害対策警戒本部、災害対策連絡本部 

 

（２）組織内の役割 

より一層正確な情報を発信するため、防災情報を発信する組織内に、次の者を設ける

ものとする。 

（「徳島県ソーシャルメディア利用ガイドライン」より強化） 

・責任者：記事の最終確認 

（所属長又は代決権を有する職務代理者若しくは担当リーダー等） 

・確認者：記事の確認（課員等） 

・担当者：記事の作成及び発信（課員等） 

  

（３）防災情報の発信手順 

発信手順については、発信しようとする防災情報の記事を担当者が作成し、内容等を

確認者が確認後、原則として責任者の了承を得て、担当者が発信するものとする。 

 

 

 

 

 

 

図１ 防災情報発信体制 
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４ 発信する防災情報の種別について 

県公式ＳＮＳ等で発信する防災情報の基本的な種類は、次のとおりとする。 

 

（１）気象警報・土砂災害警戒情報 ： 

 気象に関する警報や地震速報、津波速報、顕著な大雨に関する情報 

 

（２）避難情報 ： 高齢者等避難、避難指示（レベル３以上） 

 

（３）道路通行規制情報 ： 県管理道路について 

①重大な渋滞を引き起こす可能性のある規制情報 

②社会的影響が大きい規制情報（国直轄道路、ＮＥＸＣＯ、本四高速は HP を案内） 

 

（４）河川水位警戒情報 ： 高齢者等避難となる警戒レベル３（赤色）相当以上の情報 

 

（５）高潮特別警戒水位情報 ： 警戒レベル５（黒色）相当の情報となる 

高潮特別警戒水位の到達情報（警戒レベル３、４相当の情報は気象情報により発信） 

 

（６）ダム放流情報 ： 直轄及び県管理ダムの下流で氾濫のおそれがあるダム操作情報 

（洪水調節開始、緊急放流） 

 

（７）陸閘閉鎖情報 ： 臨港道路福島沖洲線のイオン前の陸閘閉鎖情報 

 

（８）被災情報 ： 重大な堤防決壊、越水、溢水や土砂災害の発生情報 

 

（９）県民へのお知らせ ： 緊急情報、注意喚起、防災啓発など 
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５ 防災情報発信のタイミングと発信元について 

防災情報を県公式ＳＮＳ等で発信する基本的タイミングと発信元は、表２のとおりとす

る。 

表２ 県公式ＳＮＳ等の発信タイミングと発信元 

防災情報
発信
手法

発信元 発信のタイミング

気象警報・
土砂災害警戒情報

自動
とくしまゼロ作戦課
砂防・気候防災課

発表・解除時

避難情報 自動 とくしまゼロ作戦課 発令・解除時

道路通行規制情報 手動 道路整備課 発表時

河川水位警戒情報 自動 河川整備課 基準水位超過時

高潮特別警戒水位情報 自動 河川整備課 基準水位超過時

ダム放流情報 手動 水管理政策課 発表時

陸閘閉鎖情報 手動 運輸政策課
発表時
（※臨港道路福島沖洲線のイオン前に限る）

被災情報 手動 砂防・気候防災課
発表時
（土砂法第28条に基づく緊急調査が必要な場合）
県民へ周知する必要のある防災情報が発生した時
・日中（概ね午前７時～日没３時間前まで）の発信を
 基本とするが、緊急性を要するものは、この限りではない。
台風については、事前準備等を促すために、
上記に加え、次のタイミングで発信する。
・台風最接近の約２日前（気象台の台風説明会後等）
・台風最接近の概ね２４時間前
・台風最接近の数時間前（午前７時頃～２２時頃まで)
・全ての気象警報等が解除後

県民へのお知らせ 手動 関係各課
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参考資料 文例等 
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「県民へのお知らせ」などの表現例について 

「県民へのお知らせ」など、防災情報を「手動発信」する場合、次の事項を参考に発信

すること。 

 

（１）基本事項 

○県民に分かりやすい表現とすること。 

・画像等の活用（画質が大きく劣化しない範囲で、画像容量は小さくすること。） 

・簡潔な文章 

など 

○情報発信する対象者を明確にすること。 

○発信に労力を要しない表現とすること。 

○防災に関する内容表現とすること。 

 

（２）個別事項 

○構成 

防災情報を発信する構成は、次の５部構成を基本とする。 

 

 

 

 

 

○タイトル 

・「タイトル」は、必ず記載すること。 

ただし、メールは、「【とくしま防災（お知らせ）】タイトル」を件名欄に記載のこと。 

・「タイトル」を目立たせるため、「／（スラッシュ）」「＼（逆スラッシュ）」で、タイ

トル上下を囲むなど、工夫をすること。 

・「タイトル」は、簡潔にすること。 

・緊急性がある場合は、【緊急】などの表現を用いて緊急性が伝わるようにすること。 

 

 

 

【とくしま防災（お知らせ）】 

・タイトル 

・本文 

・URL（情報のリンク先） 

・発信者 
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○本文 

・簡潔で平易な文章とすること。 

・難しい用語等は用いないこと。 

・５Ｗ１Ｈを意識した表現とすること。 

・Ｘ（旧 Twitter）の文字制限１４０文字を意識すること。 

 

○ＵＲＬ（情報のリンク先） 

・本文の補足情報を得られるＵＲＬを記載すること。 

・リンク先のタイトルを記載すること。（例：【気象庁】） 

 

○発信者 

・発信した所属等の名称、電話番号を記載すること。 

 

 

 

【とくしま防災（お知らせ）】 

／ 

「タイトル」 

＼ 

 

（本文） 

 

【気象庁】 

（URL） 

 

徳島県 ○○○課 088-621-**** 
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（３）「県民へのお知らせ」の文例 

 

○台風最接近の約２日前 

 

 

○台風最接近の概ね２４時間前 

 

 

 

 

【とくしま防災（お知らせ）】 

／ 

台風第○号への対応について 

＼ 

 

県民の皆様へ  

 台風第○号については、明日○○日○○から○○にかけて、本県への最接近

が予想されています。  

 特に危険な地域にお住まいの方や高齢者等の皆様は、今後の気象警報や避難

情報に注意するとともに、明るいうちの「早めの避難」をはじめ、自分や家族

の安全確保をお願いします。 

 

【気象庁／台風情報】 

https:// 

 

徳島県  ○○○○課 088-621-**** 

【とくしま防災（お知らせ）】 

／ 

台風第○号への備えについて 

＼ 

 

県民の皆様へ 

日本の○○にある台風第○号については、明後日○○日（○）○○頃、○○

に上陸する見込みです。 

台風の接近に伴い、本県でも、ところにより暴風や大雨のおそれがあります。 

県民の皆様には、今後の気象情報に注意いただくとともに、早めの備えをお

願いします。 

 

【気象庁／台風情報】 

https:// 

 

徳島県  ○○○○課 088-621-**** 
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○台風最接近の数時間前 

 

 

○全ての気象警報等が解除後 

 

 

【とくしま防災（お知らせ）】 

／ 

台風第○号通過後の引き続きの注意について 

＼ 

 

県民の皆様へ 

台風第○号については、本県から遠ざかり、発表されておりました大雨、洪

水警報等は全て解除されましたが、崖や増水した河川に近づかないなど、引き

続き、安全の確保に注意してください。 

 

徳島県  ○○○○課 088-621-**** 

【とくしま防災（お知らせ）】 

／ 

台風第○号最接近への対応について 

＼ 

 

県民の皆様へ 

台風第○号については、本日○○から○○にかけて最も接近が予想され、暴

風や大雨の影響が続く見込みとなっております。 

県民の皆様には、河川等危険な場所に近づかず、不要不急の外出を避けるな

ど、「安全第一」の行動をお願いします。 

 

【気象庁／台風情報】 

https:// 

 

徳島県  ○○○○課 088-621-**** 
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○大雨災害への注意喚起 

 

 

【とくしま防災（お知らせ）】 

／ 

大雨災害（土砂災害）への注意について 

＼ 

 

県民の皆様へ 

 徳島県では、本日（○○日）○○にかけ、土砂災害の危険度が高まっていま

す。 

 崖の近くなど土砂災害が発生しやすい地区にお住まいの方は、明るいうちの

避難を心がけるとともに、気象庁が発表する気象情報や市町村が発令する避難

情報に注意してください。 

 

【気象庁／防災気象情報】 

https:// 

 

徳島県  ○○○○課 088-621-**** 





都道府県における防災専用ホームページ一覧

No 都道府県名 防災専用HP 名称 区分 キキクル表示

1 北海道 ○ 北海道防災ポータル B3

2 青森県 ○ あおもり防災ポータル B2

3 岩手県 ○ いわて防災情報ポータル A2

4 宮城県 ○ 宮城県防災情報ポータル B2

5 秋田県 ○ 秋田県防災ポータルサイト B2

6 山形県 × こちら防災やまがた！（県HP） Z

7 福島県 ○ ふくしまぼうさいウェブ C

8 茨城県 ○ 茨城県 防災・危機管理ポータルサイト B1

9 栃木県 ○ 防災とちぎ Z

10 群馬県 ○ 群馬県防災ポータルサイト A2

11 埼玉県 × 埼玉県防災ポータルサイト（県HP） C

12 千葉県 ○ 千葉県防災ポータルサイト B1

13 東京都 ○ 東京都防災ホームページ C

14 神奈川県 ○ 神奈川県災害情報ポータル A2

15 新潟県 ○ 新潟県防災ポータル B1

16 富山県 ○ 富山防災WEB B1

17 石川県 ○ 石川県防災ポータル B2

18 福井県 ○ 福井県防災ネット B3

19 山梨県 ○ やまなし防災ポータル A2

20 長野県 ○ 長野県防災情報ポータル B2

21 岐阜県 ○ 岐阜県総合防災ポータル B3 ○

22 静岡県 ○ 静岡県防災ポータル Z

23 愛知県 ○ 愛知県防災ウェブ B3

24 三重県 ○ 防災みえ.jp A1

25 滋賀県 ○ 滋賀県防災ポータル B1

26 京都府 × 京都府防災・防犯・安心・安全 C

27 大阪府 ○ おおさか防災ネット B3

28 兵庫県 ○ 兵庫県 防災（気象）情報 B2

29 奈良県 ○ 奈良県防災ポータル B1

30 和歌山県 ○ 防災わかやま B3

31 鳥取県 ○ 鳥取県防災情報 C

32 島根県 ○ 島根県防災情報 A3

33 岡山県 ○ おかやま防災ポータル B3

34 広島県 ○ 広島県防災Web B3

35 山口県 ○ 防災やまぐち B3

36 徳島県 ○ 安心とくしま B1

37 香川県 ○ かがわ防災Webポータル B2

38 愛媛県 ○ えひめの防災・危機管理 B2

39 高知県 ○ 高知県防災情報 B2

40 福岡県 ○ 福岡県防災ホームページ B3

41 佐賀県 ○ 防災・減災さが C

42 長崎県 ○ 長崎県防災ポータル B3

43 熊本県 ○ 防災情報くまもと B3

44 大分県 ○ おおいた防災情報ポータル Z

45 宮崎県 ○ 宮崎県防災危機管理情報 C

46 鹿児島県 ○ 鹿児島県防災Web B3

47 沖縄県 ○ 沖縄防災情報ポータル ハイサイ！防災で～びる B2

区分 件数
A1 1 トップタブで頁全体が変わる
A2 4 頁内タブで頁の一部が変わる
A3 1 Ａ１型とＡ２型を合わせたもの
B1 7 トップタブで頁全体が変わる
B2 10 頁内タブで頁の一部が変わる
B3 13 B１型とB２型を合わせたもの
C 7
Z 4

文字情報主体

地図情報等あり

リンク、ボタン構成
その他

区分説明

資料４





「安心とくしま・ホームページ」の刷新について

資料５



■ホームページ刷新に向けての検討事項

１ 災害時専用ホームページの設置
県が「災害対策連絡本部」以上の体制とした場合に、

災害時に必要な情報提供に特化した
「災害時専用ＨＰ」を設置すべきか？

災害時専用ＨＰ（案）
・リンク、広告など、災害と関係がない情報の消去
・気象情報、避難情報など、県民が必要とする情報の充実
・すぐに情報が得られる軽快な動作 など

２ ホームページの構成
【基本方針】

「俯瞰的」かつ「簡単」に入手できる構成
【具体例】
・地域の危険度をリアルタイム表示する「キキクル」など、
「視覚的情報」との連携強化

・３クリック以内で得られる「アクセス環境」 など
【骨格の検討】
全都道府県の防災ＨＰの調査結果（資料４）

「トップタブ」選択で、全画面変化文字情報
主体

A1
「頁内タブ」選択で、一部画面変化A2
上記両タブあり、全・一部画面変化A3
「トップタブ」選択で、全画面変化地図情報等

あり

B1
「頁内タブ」選択で、一部画面変化B2
上記両タブあり、全・一部画面変化B3
リンク、ボタンを主体C

その他Z

B3型の表現自由度高い
・掲載すべき情報
・視覚化すべき情報
・情報の配置
など、どうすべきか？

３ 掲載情報
【掲載情報の範囲】
「ガス・火薬」、「食の安全安心」まで網羅
するのか？
【掲載情報の種類】
緊急情報、気象情報、災害対策本部関係情報、
避難情報、道路規制情報、河川水位情報、
交通情報、被害状況、ハザードマップ、
お知らせ など 1



■都道府県における防災専用ホームページ一覧（HP区分：パターンＡ）

気象情報

など

お知らせ

など

リンク

など

パターンＡ：文字情報が主体の構成

避難所

緊急情報 など

土
砂
災
害

地
震
情
報

避
難
情
報

避
難
所

●市 発表なし
▲市 波浪注意報
×市 発表なし

お知らせ

避難情報

各種防災情報

など

気
象
情
報

避難所

緊急情報など

土
砂
災
害

地
震
情
報

避
難
情
報

避
難
所

●市 発表なし
▲市 波浪注意報
×市 発表なし

お知らせ

避難情報

各種防災情報

など

気
象
情
報

トップ ○○情報 ○○情報 ○○情報トップ ○○情報 ○○情報 ○○情報

Ａ１型：トップタブで頁全体が変わる Ａ２型：頁内タブで頁の一部が変わる Ａ３型：Ａ１型とＡ２型を合わせたもの

2



■都道府県における防災専用ホームページ一覧（HP区分：Ａ１型）

3



■都道府県における防災専用ホームページ一覧（HP区分：Ａ２型）

4



■都道府県における防災専用ホームページ一覧（HP区分：Ａ３型）

5



■都道府県における防災専用ホームページ一覧（HP区分：パターンＢ）

地図情報

防災ニュース
お知らせ

など

リンク

など

パターンＢ：地図情報等を含む構成

避難所

緊急情報など

地図情報

○○情報避難情報 ○○情報

お知らせ
市町村別情報

など

気象情報

避難所

緊急情報など

トップ ○○情報 ○○情報 ○○情報トップ ○○情報 ○○情報 ○○情報

Ｂ１型：トップタブで頁全体が変わる Ｂ２型：頁内タブで頁の一部が変わる Ｂ３型:Ａ１型とＡ２型を合わせたもの

緊急情報など

リンク

など

地図情報

○○情報避難情報 ○○情報

お知らせ
市町村別情報

など

気象情報

リンク

など

6



■都道府県における防災専用ホームページ一覧（HP区分：Ｂ１型）

7



■都道府県における防災専用ホームページ一覧（HP区分：Ｂ２型）
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■都道府県における防災専用ホームページ一覧（HP区分：Ｂ３型）
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■都道府県における防災専用ホームページ一覧（HP区分：パターンＣ）

パターンＣ：リンク、ボタン構成

10



■（参考ホームページ）キキクル画面表示例（岐阜県）

11



■（参考ホームページ）国土交通省防災ポータル

12





県公式ＬＩＮＥ登録者増について
１ これまでの取組

・定例記者会見(8/10)で知事が広報・依頼
・チラシの配布
・すだちくんメール等の媒体による広報
・各種会合、イベントでの広報
・ヴォルティス徳島市民デー(8/6)、インディゴソックスホームゲーム(8/20)で広報
・各種団体への広報
・主要企業へ幹部が訪問、依頼
・全市町村へ訪問、依頼
など

２ 来年度に向けての取組
・量販店イベントスペースで、専用ブースを設置し、登録をサポート
（携帯電話会社との共催で調整中)

以下、実施方法を検討中
・すだちくんスタンプの作成活用
・県産品魅力発信とのコラボ
・インターネット広告
など

３ 登録者数
「徳島県公式ＬＩＮＥ」登録者数 ４，０５３人（７月末） →  １２，０４０人（11月20日時点）

資料６

約３倍





■第２回徳島新時代における防災情報発信検討会でのご意見

武知
委員

河川情報等の発信内容につ
いて

危機感が伝わるような発信情報
が良い。

Facebook,Xについて、試験的に近隣河川監視カ
メラのスナップショットを添付。

SNSの手動発信状況の改善
情報発信が手動で行われている
事の改善。

今年度に改修予定。

LINEの発信情報の文量につ
いて

平時と災害時で文量を分ける事
の検討。（平時は短く、災害時
は長い文章等）

SNS防災情報発信マニュアル（案）のとおり。

LINE登録者数について
県公式LINEの登録者数をもっと
増やすべき。

増やす取組をすすめる。

門屋
委員

情報発信のタイミング
夜間における発信タイミングの
検討。

SNS防災情報発信マニュアル（案）のとおり。

吉田
委員

情報発信の指針について
突発的な災害発生時の情報発信
の指針を決めてほしい。

SNS防災情報発信マニュアル（案）のとおり。

杉本
委員

情報発信の内容とタイミン
グについて

発生場所と影響範囲と時間帯に
よって、情報発信の内容とタイ
ミングに苦慮している。ルール
作りが必要。

SNS防災情報発信マニュアル（案）のとおり。

山本
委員

ローカル情報の取得につい
て

ローカルな地域情報を市町村か
ら取得出来るように誘導する事
が出来たら良い。

市町村の意見を踏まえ、県HPの改修の中で検討
していく。

武知
委員

LINEの発信情報及び県とテ
レビとの連携について

LINEは簡潔な文章、読みやすい
文面が良い。
テレビでも県庁と連携した情報
発信が出来たら良い。

LINE文章は、SNS防災情報発信マニュアル（案）
のとおり。

県の情報発信の中で、市町村の
ホームページへ誘導したり、市
町村と連携した県民向けの情報
発信の検討。

市町村の意見を踏まえ、県HPの改修の中で検討
していく。

水位情報の発信内容の整理。
水位情報の発信内容は、SNS防災情報発信マニュ
アル（案）のとおり。

金井
会長

ダムの放流量について
一部の団体では、ダムの放流量
を避難の目安としているところ
があるので、残した方が良い。

「洪水調整開始の通知」にかかる放流量を記
載。

門屋
委員

発信情報への動画や写真の
差し込みについて

LINEへの写真や動画の貼り付け
の検討。

SNS防災情報発信マニュアル（案）のとおり。

浜野
委員

Xの情報発信について
発信情報に写真や動画を貼り付
けて目立たせるのが良い。

SNS防災情報発信マニュアル（案）のとおり。

内容 対応案

山本
委員

県と市町村の情報発信の連
携について

吉田
委員

発言者 ご意見

参考資料１


